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研究情報の名称 口腔癌に対する光線力学的治療 
現在においても癌治療の主体は外科的治療となっている．しかし口腔癌治療においては広範囲な組織切除は咀嚼，会話などの
機能障害や重大な審美障害を直接惹起し，患者の QOL の観点から大きな問題を残すこととなる．光線力学的癌治療とはあら
かじめ光増感剤を投与し，増感剤が腫瘍組織に集積した時点で特定波長の光を照射することにより活性酸素種等が発生し腫
瘍細胞に対して殺細胞効果を来す治療法であり，腫瘍細胞のみを死滅させるため，機能温存，審美性など観点より従来の治療
法に比べ患者 QOL の飛躍的向上が期待される．本研究は本治療法の治療成績向上を図り口腔癌治療に導入することを目的
とする．治療成績向上に係わる因子として，光増感剤を腫瘍組織により早期に均一高濃度に集積させる投与法の確立．安全で
低副作用の増感剤の検討．光線力学的癌治療時における腫瘍死のメカニズムの検討．増感剤を最も効果的に作用させる波長
の解明，およびレーザーの開発．が挙げられる．現在，以上の検討項目に対し動物実験による基礎的検討を行っている．今
後、口腔扁平上皮癌治療に応用するため，基礎研究の結果から臨床治験申請に発展させる予定である。 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等  
関連する特許 1件  
関連する論文 1編  
 
舌癌マウスを用いた光
線力学的癌治療の治療
成績向上に関する検討 光線力学的癌治療時の
腫瘍死のメカニズムの
検討 
QOLに優れた光線
力学的癌治療 
外科的治療を主体と
した口腔癌治療 
可変式の複数の特定波長光が
照射可能なレーザーの開発 
外科治療による，審美
性，機能の喪失、 
光増感剤が殺細胞を
来す最も効果的な波
長の検討 
蓄積情報 
新技術 
必要に応じてこうしたラベルを付す。 
新しい治療
治療効果が高く，安
全で低副作用の光増
感剤の開発 
 
シーズ シーズ
     
根治性を高
めた光線力
学的癌治療 
